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昨
年
十
月
、
持
続
可
能
な
開
発

の
た
め
の
教
育
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
の
国

際
会
議
が
岡
山
市
で
聞
か
れ
た
と

き
、
地
域
の
環
境
改
善
に
取
り
組

む
岡
山
市
京
山
地
区
Ｅ
Ｓ
Ｄ
環
境

　
　
　
　
　
　
』
　
キ
ー
プ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｋ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
）
に

参
加
し
て
い
る
中
高
生
ら
が
活
動

ち
よ
う
を
発
表
し
て
以
来
、
注
目

度
が
増
し
て
い
る
。

　
　
「
あ
の
若
者
た
ち
の
未
来
が
楽

し
み
だ
ね
」

　
四
月
中
旬
。
横
浜
市
で
聞
か
れ

た
国
連
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
簑
Ｓ
Ｄ

の
十
年
（
二
〇
〇
五
大
四
年
）
」

を
推
進
す
る
地
域
拠
点
（
Ｒ
Ｃ
Ｅ
）

の
世
界
会
議
で
再
会
し
た
タ
イ
の

ア
ジ
ア
エ
科
大
教
授
マ
リ
オ
・
タ

ブ
キ
ャ
ノ
ン
は
笑
顔
で
語
っ
た
。

オ
ラ
ン
ダ
の
放
送
大
学
職
員
ジ
ョ

セ
フ
・
ラ
イ
カ
ー
も
「
若
者
は
Ｅ

Ｓ
Ｄ
の
重
要
な
主
体
。
若
者
を
育

て
て
い
る
岡
山
は
す
ば
ら
し
い
」

と
興
昧
深
げ
だ
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
問
題
が
な
い

わ
廿
で
は
な
い
。
「
大
学
が
出
遅

れ
て
い
る
」
。
世
界
会
議
の
会
場

推
進
協
議
会
長

の
青
山
勲
（
六
三
）
目
口
岡
山
犬
教
授
＝

が
っ
ぶ
や
い
た
。
世
界
的
に
見
る

と
、
多
く
の
Ｒ
Ｃ
Ｅ
で
は
、
大
学

が
り
Ｉ
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
ち
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
開
発
や
市
民
教
育
を
進

め
て
い
る
が
、
岡
山
は
そ
の
認
定

を
受
け
な
が
ら
、
自
治
体
と
Ｎ
Ｇ

Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
が
中
心
。
大

学
の
存
往
路
が
薄
い
。
Ｋ
Ｅ
Ｅ
Ｐ

に
も
大
学
の
関
与
は
ほ
と
ん
ど
な

　
　
改
　
　
　
　
　
革

　
少
子
化
、
’
国
際
化
が
進
み
、
日

本
の
大
学
は
生
き
残
り
を
か
け
た

激
し
い
競
争
の
中
に
あ
る
。
文
部

科
学
術
の
大
学
教
育
改
革
を
支
援

す
る
予
算
は
本
年
度
五
百
六
十
二

億
円
で
、
前
年
よ
り
杓
二
十
億
円

増
。
大
学
改
革
に
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
導
入

す
る
大
学
も
少
し
ず
っ
だ
が
出

始
め
て
い
る
。

　
岡
山
犬
大
学
院
環
境
学
研
究

科
は
昨
年
か
ら
、
文
科
省
の
大

学
院
改
革
事
業
と
し
て
「
い
の

ち
を
ま
も
る
環
境
学
教
育
」
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
同
事
業
の

柱
の
一
つ
で
あ
る
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
担

当
チ
ー
ム
に
青
山
は
所
属
し
て

い
る
。

　
事
業
が
採
択
さ
れ
た
昨
秋
か

ら
学
内
の
体
制
づ
く
り
に
着
手

し
た
。
し
か
し
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
学
習

会
を
企
画
し
て
も
参
加
者
は
ま

ば
ら
。
学
内
の
関
心
が
低
い
。

青
山
は
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
実
施
体
制
を世界の大学関係者らがＥＳＤを地域で推進する

戦略を議論したＲＣＥ世界会議＝４月、横浜市

強
化
す
る
た
め
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
教
育

機
関
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
の
認
定

を
受
け
る
こ
と
を
大
学
に
提
案

し
た
。
今
年
二
月
か
ら
、
他
の

教
官
と
と
も
に
、
ユ
ネ
ス
コ
・

パ
リ
本
部
や
す
で
に
認
定
を
受

け
て
い
る
ド
イ
ツ
の
大
学
を
訪

ね
て
調
査
。
四
月
、
申
謂
に
こ

ぎ
つ
け
た
。
「
定
年
ま
で
あ
と

二
年
。
な
ん
と
か
軌
道
に
乗
せ

た
い
」
。
青
山
は
力
を
込
め
る
。

　
認
定
さ
れ
れ
ば
、
来
年
度
か

亘
つ
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
動
い
て
い
る
。

　
教
官
有
志
で
つ
く
る
環
境
教
育

地
域
支
援
研
究
会
が
、
岡
山
市
の

足
守
中
、
一
宮
高
と
取
り
組
む
笹

ケ
瀬
川
水
系
の
総
合
調
査
。
一
年

で
水
質
、
地
質
、
生
物
、
植
物
な

ど
多
様
な
デ
ー
タ
が
集
ま
っ
た
。

二
年
目
の
今
年
は
、
デ
ー
タ
を
地

域
住
民
や
大
学
生
の
環
境
教
育
に

生
か
す
こ
と
が
課
題
だ
。
「
行
動

す
る
こ
と
で
、
地
域
の
問
題
が
明

　
　
|
|
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ｇ
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ｉ
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一

白
二
年
間
、
同
研
究
科
は
実
際
　
ら
か
に
な
る
は
ず
。
地
道
に
続
け

に
地
域
の
団
体
や
学
校
と
連
携
　
て
い
き
た
い
」
と
、
代
表
の
野
上

し
、
教
材
開
発
や
り
Ｉ
ダ
ー
育
　
柏
作
理
学
部
教
授
は
言
っ
。

成
に
取
り
組
む
。
途
上
国
な
ど
　
　
　
「
Ｄ
o
　
n
o
t
　
p
r
e
a
c
h
。

と
の
連
携
も
進
め
て
い
く
。
実

績
は
毎
年
、
ユ
ネ
ス
コ
に
報
告

す
る
こ
と
も
義
務
づ
け
ら
れ

る
。

　
つ
な
が
る

　
体
制
を
急
ぐ
岡
山
大
に
対

し
、
岡
山
理
科
大
で
は
昨
年
か

説
教
し
な
い
で
行
動
せ
よ

吋
｛
・
ヽ
「
説
教
し
な
い
で
行
動
せ

占
」
。
最
近
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
研
究
者
ら
が

□
に
す
る
言
果
だ
。
Ｅ
Ｓ
Ｄ
は
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
構
築
さ
れ
る
も

の
だ
け
に
、
地
域
の
大
学
に
期
待

さ
れ
て
い
る
役
割
は
大
き
い
。
多

く
の
大
学
が
集
積
す
る
岡
山
は
、

大
学
の
行
動
が
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
未
来

像
に
つ
な
が
る
。
　
（
敬
称
賠
）

　
第
６
部
お
わ
り
。

担
当
し
ま
し
た
。

清
水
玲
子
が
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ｉ　ご意見をお寄せください．〒ﾌoo-8734､山陽新
ｉ聞｢国際貢献取材班｣．ファクス(o861-245-5296).

'メール(kokusai＠sanyo.0ni.eo､jp)．
⑩地域で動く○＠○
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